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６月１０日（金）放課後、備前市社会福祉協議会
が主催する「夏のボランティア体験」の事前研修会
が本校コンピュータ教室でありました。備前市社会
福祉協議会吉永支所から２名の職員の方が来校さ
れ、コンピュータのプレゼンテーションソフトを使
って分かりやすく説明してくださいました。この事
前研修会に参加した生徒は、１９名（１年生８名、
２年生７名、３年生４名）でした。全校生徒数が２
７名なので、実に７０パーセント以上の生徒が参加
したことになります。凄い。職員の方からは、【ボ
ランティア活動の６大ポイント】、【ボランティア保

険について】、【施設ボランティア参加の流れ】、【電話のかけ方について】、【健康チェック
表について】、【活動記録・緊急連絡先について】、【活動の振り返りについて】、【おうちボ
ランティアについて】の説明がありました。参加した生徒は蛍光ペンで印をつけたりメモ
をとったりしながら真剣に聴くことができました。次の説明が印象に残りました。

・ とにかくやってみよう（担当者に積極的に聞いて活動しよう）
・ 約束を守ろう
・ 相手の気持ちを考えよう

ボランティア活動に参加することで多くのことを学ぶことができます。自分を成長させ
ることができます。体験を希望する人は、６月１５日（水）までに参加申込書にボランテ
ィア保険代（３５０円）を添えて、担任の先生に提出してください。その後は７月１日（金）
までに希望活動先に自分で連絡し活動日時を調整します。自分のことを自分で調整するこ
とで、自己管理力（セルフマネジメント力）も向上させることができます。このことは本
校のめざす【自治が見える】です。
下の表は、令和４年度岡山県公立高等学校「求める生徒像」からピックアップしたもの

です。岡山県教育委員会のＨＰからダウンロードすることもできます。多くの高校がボラ
ンティア活動をとおして、自己を成長させようとする生徒を求めています。他には、岡山
工業高校、東岡山工業高校、邑久高校等で同様の生徒を求めています。さあ、夏のボラン
ティア体験に積極的に参加し、自分を成長させましょう!!


